
参加者のみなさんから、「自分たちも汗をかくか

ら、市役所のみなさんにも頑張ってほしい！」とい

うメッセージをいただきました。

みなさんからいただいたアイデアは、道路公園課

さんだけで実現できることではなさそうですね。

公園をもっと使ってもらえるようにするにはどう

したらよいか、福祉、保育、教育、地域活動、自治推

進など、庁内の様々な部局と連携しな

がら考えていけばよいと思います。

また、市民の皆さんと行政の皆さん

の協働の取り組みを、今後も継続し

ていただきたいです。

第１回から数えて、延べ 150 人もの市民の皆様にご参加

いただきました。これから、もっと使いやすい門真の公園

づくりを進めていくうえで、とても心強いご意見をたくさ

んいただくことができ、大変嬉しく思っています。本当に

ありがとうございました！

ボール遊びなど多様な遊び

の場として、深北緑地や鶴

見緑地などの市外の環境も

活用していただければと思

います。

みなさんのご発表の中には、公園を通じてもっと

コミュニケーションをとりたい、という思いがた

くさんあったように思います。

公園やまちは、自分以外の誰かと出会える、関われ

る場所なんだ、と改めて思いました。東小の子ども

達のように、自分とは違う立場に一度立ってみて、

公園やまちのあり方について考えるということ

が、とても素敵で、大事なことだと

思いました。お互いに譲り合いながら、

声を掛け合いながら、みんなが気持

ちよく過ごせるような公園やまち

になって欲しいと思います。
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大阪府立大学
加我 宏之 教授

大阪府枚方土木事務所 都市みどり課長
松本 直己 さん

和歌山大学
佐久間 康富 准教授

宮本市長
「弁天池公園であそぼう」もよろしくお願いします！
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遊びに来てね‼
遊びに来てね‼

資料３－１
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東小学校 5年 2組
担任 市川先生
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総合学習で「ボール遊びができる公園」について考えました！

組
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各地域の発表者のみなさんや、東小学校５年２組の児童のみなさんから、これまで考えてきたことについて、発表していただきました。

使われていない小さな公園を活かして、
コミュニケーションをつくり、育むための公園に！

子どもたちにとって、良い思い出の場所となるように！
大人になっても住みたいと思える魅力ある公園づくりを！

ボールの扱いに気を付けるなど、自分たちに
できることは頑張るから、もっといろんな遊
びができるようになったらいいな！

��

散歩や買い物途中に立ち寄ったり、休憩しやすい、
高齢者や親子連れにやさしい公園を！

公園で子ども達が生きものや自然とふれあう、
そういう機会を子ども達に持って欲しい！

若者達がいろんなことにチャレンジできるしかけや、
民間の力も活用して、公園とまちをもっと魅力的に！

「うちの地域にはこんなええとこがあるんやで」と
思える公園を！子ども達や住人が誇りを持てる門真に。

自転車さえあればどこまでも行けるという
門真の特徴も活かしながら、小さな公園を活
用して、いろいろな世代が使いやすい公園に。

公園の規模に応じて防災機能を充実させ、
安心して暮らせるまちに！

私たちも一生懸命考えているので、
市役所や大人のみなさんも協力して
くれたらうれしいです！

・見通しの悪い公園や奥まった場所にある公園は
　使いにくい。みんなが安心して使えるように！

・キッチンカーやマルシェ。コーヒー片手に一息つける
　ような、親世代や若者、大学生も楽しめる公園に。

・みんなが集まるきっかけとして、
　例えば菜園づくりなどのしかけを。

・小学校跡地などのグラウンドを、ボール
  遊びやスケートボードができる場所に。

・ベンチなどを置いて立ち寄りやすい公園を。

・散歩がてら、買い物がてら気軽に立ち寄り
  やすく。暮らしの動線上の公園を大切に。

どうして公園でボール遊びができないんだろう？どうやったらできるようになるんだろ

う？ということについて、地域の人にアンケートをとるなどして考えてきました。

赤ちゃんやお年寄りにあたるかもしれない、隣の家に当たってしまうかもしれない、バウンド

する音がうるさいなど、いろいろな理由があると考えたの

で、人の迷惑ならないように、利用のルールを決めたり、フェ

ンスの配置を工夫するなどしてはどうかと考えました。

もっといろいろな人に公園に対する意見を聞いて、みんなが

使いやすい公園について考えていきたいです！

「どうしてボール遊びができないんだろう？」

という思いよりも、「人に迷惑がかかってしま

うかもしれない…」という心配の方が大きい子

ども達。どうすればみんなが気持ちよく使える

公園になるか、一生懸命考えてくれました！

・ボール遊びは、小学校の校庭開放など
　公園以外の場所も活用できないか。

・ボール遊びができる公園を確保してあげたい。・複数の公園を一緒に考える。

・使われていない小さな公園は、他の公園
　利用のための駐輪場にしてもよいのでは。

・使われていない小さな公園を
　まとめて、中くらいの公園に。

・小さな公園は幼児向けや憩いの場、中くらいの
　公園は小学生が思い切り体を動かせるように。

・大は中を、中は小の機能を兼ねながら、
　規模に応じて使い分ける。

・公園の規模に応じた防災機能の充実を！

・地域のみんなが集まるきっかけが
　生まれる場所に。

・小さな公園は、明るく入りやすい雰囲気にして、
　ちょっとそこでおしゃべりでも、と思えるように。

・ボール遊びは時間帯や内容に関するル―ルやしくみが必要。

・小さな公園は、利用者や利用内容に応じて使いやすく！

・障がいをお持ちの方も使いやすい、
  インクルーシブな公園に。

・小中学校の再編統合や団地建替えなどに
　あわせて子ども達が思い切り遊べる公園を。

・自治会館など、施設が併設されている公園は
  自分たちの公園という意識があり、愛着がある。

・点在する小さな公園や地域の資源をつないで、
　歩いて巡れる『健康あるき道』を。


